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その唾液分泌丑は､矧林酔下で固形飼料を摂]&する時の約 7割 に匹敵 していた03)動
物を非動化 Lで塀遊動 が発生しない条件下でも､p-areaの刺激で唾液分泌が誘発され､
その分泌丑は非動化前とほぼ同じであった｡これ らの結果は､大脳皮矧 且嘱野 (p-area)
が顎運動と同時に唾液分泌も制御 していることを示 してお り､さらに岨噛時の唾濯分泌
には皮質.LEL嘱野による制御が大きく関与 していることを示唆 しているD
これらの結果は､岨雌時の唖植分泌が上位脳である大脳皮慣岨咽野 (p-area)によっ
て制御されていることを電気生PJl_学的手法で示 した最初の所見である.これは大脳皮質
岨境野が単に顎や舌の運動機能を制御するだけでなく､唾液分泌などの自律機能をも制
御することにより､食塊形成を行なう中枢であることを示 している｡また今後の唾液分
泌の神経性調節機構および唾液分泌動態を明らかにするうえで､新たな視点を与えてい
る｡
上記の審査結果より､審査委員会は本論文に博士 (歯学)の学位論文としての価値を
認める｡
